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日本気象学会では，2010年度より日本地球惑星科学

連合大会（連合大会と略す）において，会員からの提

案に基づき，「最新の大気科学」という名称で主催

セッションを毎年開催しております（田中ほか

2010；竹見ほか 2011；中村 2012；五十嵐 2013；小池

ほか 2015；沖ほか 2015；米山・竹見 2017；中野ほか

2018)．2020年度の連合大会（2020年５月24～28日，

千葉県千葉市美浜区 幕張メッセ国際会議場）では，

以下のセッションを主催セッションとすることが決ま

りましたので，お知らせいたします（趣旨説明は，気

象学会セッション募集締切時点（９月27日）でのもの

です)．会員の皆様の積極的な発表および参加をお待

ちいたします．なお，2020年度大会は米国地球物理学

連合との共同開催となっており，本主催セッションを

含めて，気象学会共催セッションは，国際セッション

として実施される予定です．

テーマ：東アジアの異常天候・都市災害と気候変動と

の関わり

趣旨：気候変動は暑熱・強風・豪雨豪雪など気象災害

リスクを増す可能性がある．少なくとも局地的な極

端気象の多発の背景には，惑星・総観スケールの気

象変調がある．昨今，最新の人工衛星観測や数値シ

ミュレーションに由来する高解像データを統計処理

することで，大規模パターンと局地的な異常気象を

結び付けることが精力的に行われている．また，気

候変動の影響評価は水資源，農業，エネルギーなど

多方面に及び，いずれも都市を含む地域の行政や産

業に向けた適応策に還元されるものである．ただ

し，そのためには科学者と災害を担当する実務者と

の密なコミュニケーションが必要であり，また不確

実な気候変動の表現についてストーリーラインアプ

ローチなどの工夫も求められる．このように気候変

動研究は東アジア域に限っても，地球規模から都市

規模までと幅広く，基礎から応用までと学際的なも

のである．本セッションにおいては関連研究を分野

の垣根を越えて募集し，今後の気候変動研究の展開

とその可能性を参加者と共有する．
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